
国際ロータリー第2720地区 熊本・大分

1 2

ガバナーメッセージ

9月は「基本的教育と識字率向上月間、ロータリーの友月間」です。
7 月 6 日からスタートした公式訪問は 8 月末までの二か月間で、74 クラブ中 45 クラブを訪問させ
て頂くことができました。皆様方のご協力に感謝いたします。ありがとございました。
9 月、10 月は、29 クラブを訪問させて頂く予定です。2720 地区のロータリーの皆様とお会いでき
ことを楽しみにしております。どうぞよろしくお願いいたします。

国際ロータリー第 2720 地区
2015〜16 年度ガバナー 野田 三郎

　皆さん、こんにちは。RI2720 地区ガバナーの野田三郎です。
今年度も 3 か月目に入りまして、9 月は「基本的教育と識字率向上月間・ロータリーの友
月間」です。
　まず、ロータリーの友についてお話をしたいと思います。
　ロータリーの友は、今から 63 年前の 1952 年に、当時日本のロータリーが 1 地区から
2 地区（第 60 地区と第 61 地区）に分割された際、両地区の将来的な交流を図るために
発刊されました。その後歴史を重ねて 1980 年に国際ロータリーの公式地域雑誌の認定を
受け、現在に至っております。また、友の購読料については、多くの関係者の皆様のお蔭
で 1975 年 1 月から現在までの 40 年間一度も値上げすることなく 200 円を保っており
ます。
　また、今年度の RI2720 地区のロータリーの友地区代表委員は髙宮宏さん（熊本南
RC）に務めて頂いております。今年度も引き続き、地区内各 RC やロータリアンの皆様
から「ロータリーの友への記事投稿」をどうぞよろしくお願い致します。
　また、ロータリーの友はこれまでの紙媒体による配信と RI 肝いりで電子版による配信
も行っております。しかしながら、日本のロータリアンによる電子版の活用は、未だ 1％
に満たない状況となっております。電子版の閲覧方法については ID、パスワードをご確
認の上、ご活用いただきますようよろしくお願い致します。
　次に、基本的教育と識字率向上（ロータリー 6 つの重点分野の 1 つ）についてお話を
したいと思います。
　RI では、地域社会で教育を提供する体制を整え、教育の性差別をなくし、成人に対す
る識字教育を支援しています。全世界 6,700 万人の子供たちが教育を受けられず、7 億
7,500 人の人びと（15 歳以上）が読み書きをできない現状を改善することを目指してい
ます。

　私たちロータリアンは、「基本的教育と識字率向上」活動を通して、日々の生活が厳しく、
教育環境の整っていない地域で生活している人々が、少しでも自立した生活を送れるよう
ロータリー財団のグローバル補助金を活用して支援していきたいものです。

　9 月度の G 月信（ガバナーメッセージ）では、次月からの「ロータリーと私の人生観」
の前に、私の自己紹介も兼ねて経歴（概略）をお話ししたいと思います。
　私は、1952 年（昭和 27 年）2 月 1 日生まれで 63 歳です。
　私は、熊本南 RC チャーターメンバーでありました父が昭和 57 年に 69 歳で亡くなり
ましたので、その後を引き継いで 31 歳で熊本南 RC に入会させていただきました。
　これまでを振返りますと、家庭生活では 32 歳で結婚し 31 年目、職場生活では 32 歳で
社長業について 31 年目、社会生活ではロータリアンとして 32 年目に至っており、それ
ぞれの生活分野において、人生の約半分を占めていることに聊か時が経つ早さに驚いてお
ります。
　職場生活においては、30 歳代の 10 年間は、これまでの父が経営していた会社を大番頭
さん二人にお願いしそれぞれに社長を引き受けて頂き、私は新規事業の新会社の社長とし
て 11 名でスタートした時代でした。
　その新会社は、お客様がいない状態でスタートしたものですから軌道に乗るまで悪戦苦
闘しました。例えば、自分の周りの人との信頼関係もうまくつくれていなかったから、人
がなかなか定着しない。人が定着しないからサービスの質が落ちて、クレームが出始めま
す。そのため手直しに時間がかかり過ぎることで、今度は赤字が出てくる。赤字が出てく
るから、今度は資金が足りなくなる。要するに、資金を回転させるために、また注文を貰
うという本来の経営でいきますと全く逆回転になり始めました。しかし、諦めずに、とに
かく自分を信頼し、地道に日々努力を続けておけば 10 年位経ってみると事業も何とか企
業の形になり始め、その間いろんな経験も踏んで、経営がどういうものか少々わかるよう
になってきたという 10 年間でした。この 30 歳代の 10 年間で、現在の私の経営哲学の基
礎が創られてきたように思います。
　それから、40 歳代の 10 年間は、新規事業の社長業を継続しながら、大番頭さんにお願
いしていた会社の社長業も兼務しながら社長業を拡大した時期です。この 10 年間は、勝
ち戦をやってきました。
　ところが、その後 50 歳頃になると、日本の社会もグローバル化の影響を大きく受ける
ようになり社会が大きく変化していく中、ＩＴバブルが崩壊し、我が社が取り組んでいた
仕事が、韓国、台湾、あるいは中国の企業からの追い上げを受け始め、我が社を取り巻く
事業環境が大きく変化してきました。そのため企業を存続していくために、事業の再構築

を迫られながら、社長業としての負け戦を 5 年ほどやったところです。例えば、建設した

新工場を壊して事業所を移転する等々の事業の再構築を行いました。

　その社長業としての負け戦が 5 年ほど経ちました 56 歳の時に、体調を壊して命拾いを

しました。この事を通して、自分自身の価値観がガラリと変わり始めました。

　それまでは、俺が事業展開をやってきたという自負がありました。ところが病気した後

は、自分も頑張ったけど自分の想いを周りの皆さんが信頼して行動に移してくれたお蔭で、

今があるという「俺が」の「が」が「お蔭」の「げ」に変わりまして約 7 年経ちます。自

分の考え方が、「が」が「げ」に変わったことだけで、私を取り巻く周りのいろいろな物事が、

非常にスムーズに進むようになってきました。

　こういう経験を基に、この 7 年間で自分の人生観を振り返り、自分の人生観を見直して

みたところです。また、これまでの私の家庭生活、職場生活、社会生活を通して「ロータリー

と自分の人生観について」もまとめてみました。

　次に、これまでに至った原点である自分自身の考え方を育んできたと思われることを 2

点ほどお話ししたいと思います。

　まず 1 点目は、小学校 3 年生、10 歳の頃ですが、父から受けた家庭教育において「積

極的我慢と消極的我慢」を教わりました。積極的我慢というのは、やるべき時には、やり

たくなくても、とにかく積極的に我慢してやれということ。消極的我慢というのは、やり

たいなと思っても、やったらいかんという時には消極的に我慢してやらないという我慢で

す。その当時は、自分自身では意味がよく理解できなかったのですが、それから 40 年ほ

ど経って経験を積んできて、「経営者の役割は、社会の変化に合わせて会社を経営すること」

であるという考えに繋がってきて、やっとその意味が理解できたところでございます。

　また 2 点目は、私の人生の初失敗のことですが、熊本市立藤園中学校を卒業して熊本県

立濟々黌高等学校を受験しました。朝早く自分で合格発表を見に行きましたら、思わぬ不

合格となっていました。家に帰り報告したら家族はガックリ、父だけは喜んでくれました。

「お前は、これまで失敗が一度もなかったから、いつ失敗してくれるかと思っていた。こ

れは良い機会だ」そう言いながら、即高校に入るための予備校である松楠塾の願書を貰い

に父が連れて行ってくれました。その後、一年遅れで濟々黌に入学できましたが、中学校

時代の同級生と一年遅れを経験することが、また今の自分を創っています。

　人生を振り返ってみても、自分自身の日々のいろいろな経験、そして多くの人との出会

いや関わり合いを通して、自分の人生が創られているものと実感しています。

　この度 RI2720 地区ガバナーをお引き受けするにあたって、これまでの積み上げてきた

自分の人生を振り返りながら、ロータリーの哲学である Object of Rotary に共感するこ

とが多くあり、自分の経験を通して、地区内のロータリアンの皆さんとロータリーの原点

であるロータリーの精神やロータリーの哲学について大いに語り合いたいと考えていま

す。

　ガバナー公式訪問も 8 月 7 日現在で、29RC 終了し、残りが 45RC となっています。

　今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。
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「ロータリーの友」月間に因んで

　皆さん、こんにちは。RI2720 地区ガバナーの野田三郎です。
今年度も 3 か月目に入りまして、9 月は「基本的教育と識字率向上月間・ロータリーの友
月間」です。
　まず、ロータリーの友についてお話をしたいと思います。
　ロータリーの友は、今から 63 年前の 1952 年に、当時日本のロータリーが 1 地区から
2 地区（第 60 地区と第 61 地区）に分割された際、両地区の将来的な交流を図るために
発刊されました。その後歴史を重ねて 1980 年に国際ロータリーの公式地域雑誌の認定を
受け、現在に至っております。また、友の購読料については、多くの関係者の皆様のお蔭
で 1975 年 1 月から現在までの 40 年間一度も値上げすることなく 200 円を保っており
ます。
　また、今年度の RI2720 地区のロータリーの友地区代表委員は髙宮宏さん（熊本南
RC）に務めて頂いております。今年度も引き続き、地区内各 RC やロータリアンの皆様
から「ロータリーの友への記事投稿」をどうぞよろしくお願い致します。
　また、ロータリーの友はこれまでの紙媒体による配信と RI 肝いりで電子版による配信
も行っております。しかしながら、日本のロータリアンによる電子版の活用は、未だ 1％
に満たない状況となっております。電子版の閲覧方法については ID、パスワードをご確
認の上、ご活用いただきますようよろしくお願い致します。
　次に、基本的教育と識字率向上（ロータリー 6 つの重点分野の 1 つ）についてお話を
したいと思います。
　RI では、地域社会で教育を提供する体制を整え、教育の性差別をなくし、成人に対す
る識字教育を支援しています。全世界 6,700 万人の子供たちが教育を受けられず、7 億
7,500 人の人びと（15 歳以上）が読み書きをできない現状を改善することを目指してい
ます。

　私たちロータリアンは、「基本的教育と識字率向上」活動を通して、日々の生活が厳しく、
教育環境の整っていない地域で生活している人々が、少しでも自立した生活を送れるよう
ロータリー財団のグローバル補助金を活用して支援していきたいものです。

　9 月度の G 月信（ガバナーメッセージ）では、次月からの「ロータリーと私の人生観」
の前に、私の自己紹介も兼ねて経歴（概略）をお話ししたいと思います。
　私は、1952 年（昭和 27 年）2 月 1 日生まれで 63 歳です。
　私は、熊本南 RC チャーターメンバーでありました父が昭和 57 年に 69 歳で亡くなり
ましたので、その後を引き継いで 31 歳で熊本南 RC に入会させていただきました。
　これまでを振返りますと、家庭生活では 32 歳で結婚し 31 年目、職場生活では 32 歳で
社長業について 31 年目、社会生活ではロータリアンとして 32 年目に至っており、それ
ぞれの生活分野において、人生の約半分を占めていることに聊か時が経つ早さに驚いてお
ります。
　職場生活においては、30 歳代の 10 年間は、これまでの父が経営していた会社を大番頭
さん二人にお願いしそれぞれに社長を引き受けて頂き、私は新規事業の新会社の社長とし
て 11 名でスタートした時代でした。
　その新会社は、お客様がいない状態でスタートしたものですから軌道に乗るまで悪戦苦
闘しました。例えば、自分の周りの人との信頼関係もうまくつくれていなかったから、人
がなかなか定着しない。人が定着しないからサービスの質が落ちて、クレームが出始めま
す。そのため手直しに時間がかかり過ぎることで、今度は赤字が出てくる。赤字が出てく
るから、今度は資金が足りなくなる。要するに、資金を回転させるために、また注文を貰
うという本来の経営でいきますと全く逆回転になり始めました。しかし、諦めずに、とに
かく自分を信頼し、地道に日々努力を続けておけば 10 年位経ってみると事業も何とか企
業の形になり始め、その間いろんな経験も踏んで、経営がどういうものか少々わかるよう
になってきたという 10 年間でした。この 30 歳代の 10 年間で、現在の私の経営哲学の基
礎が創られてきたように思います。
　それから、40 歳代の 10 年間は、新規事業の社長業を継続しながら、大番頭さんにお願
いしていた会社の社長業も兼務しながら社長業を拡大した時期です。この 10 年間は、勝
ち戦をやってきました。
　ところが、その後 50 歳頃になると、日本の社会もグローバル化の影響を大きく受ける
ようになり社会が大きく変化していく中、ＩＴバブルが崩壊し、我が社が取り組んでいた
仕事が、韓国、台湾、あるいは中国の企業からの追い上げを受け始め、我が社を取り巻く
事業環境が大きく変化してきました。そのため企業を存続していくために、事業の再構築

を迫られながら、社長業としての負け戦を 5 年ほどやったところです。例えば、建設した

新工場を壊して事業所を移転する等々の事業の再構築を行いました。

　その社長業としての負け戦が 5 年ほど経ちました 56 歳の時に、体調を壊して命拾いを

しました。この事を通して、自分自身の価値観がガラリと変わり始めました。

　それまでは、俺が事業展開をやってきたという自負がありました。ところが病気した後

は、自分も頑張ったけど自分の想いを周りの皆さんが信頼して行動に移してくれたお蔭で、

今があるという「俺が」の「が」が「お蔭」の「げ」に変わりまして約 7 年経ちます。自

分の考え方が、「が」が「げ」に変わったことだけで、私を取り巻く周りのいろいろな物事が、

非常にスムーズに進むようになってきました。

　こういう経験を基に、この 7 年間で自分の人生観を振り返り、自分の人生観を見直して

みたところです。また、これまでの私の家庭生活、職場生活、社会生活を通して「ロータリー

と自分の人生観について」もまとめてみました。

　次に、これまでに至った原点である自分自身の考え方を育んできたと思われることを 2

点ほどお話ししたいと思います。

　まず 1 点目は、小学校 3 年生、10 歳の頃ですが、父から受けた家庭教育において「積

極的我慢と消極的我慢」を教わりました。積極的我慢というのは、やるべき時には、やり

たくなくても、とにかく積極的に我慢してやれということ。消極的我慢というのは、やり

たいなと思っても、やったらいかんという時には消極的に我慢してやらないという我慢で

す。その当時は、自分自身では意味がよく理解できなかったのですが、それから 40 年ほ

ど経って経験を積んできて、「経営者の役割は、社会の変化に合わせて会社を経営すること」

であるという考えに繋がってきて、やっとその意味が理解できたところでございます。

　また 2 点目は、私の人生の初失敗のことですが、熊本市立藤園中学校を卒業して熊本県

立濟々黌高等学校を受験しました。朝早く自分で合格発表を見に行きましたら、思わぬ不

合格となっていました。家に帰り報告したら家族はガックリ、父だけは喜んでくれました。

「お前は、これまで失敗が一度もなかったから、いつ失敗してくれるかと思っていた。こ

れは良い機会だ」そう言いながら、即高校に入るための予備校である松楠塾の願書を貰い

に父が連れて行ってくれました。その後、一年遅れで濟々黌に入学できましたが、中学校

時代の同級生と一年遅れを経験することが、また今の自分を創っています。

　人生を振り返ってみても、自分自身の日々のいろいろな経験、そして多くの人との出会

いや関わり合いを通して、自分の人生が創られているものと実感しています。

　この度 RI2720 地区ガバナーをお引き受けするにあたって、これまでの積み上げてきた

自分の人生を振り返りながら、ロータリーの哲学である Object of Rotary に共感するこ

とが多くあり、自分の経験を通して、地区内のロータリアンの皆さんとロータリーの原点

であるロータリーの精神やロータリーの哲学について大いに語り合いたいと考えていま

す。

　ガバナー公式訪問も 8 月 7 日現在で、29RC 終了し、残りが 45RC となっています。

　今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。

「一クラブ一つ以上の投稿を」
ロータリーの友地区代表委員　高宮　宏

高宮　宏氏

　先ず、「友」の地区代表委員の役割を簡単に説明させて頂きます。

この役職は、地区ガバナーによって任命され「ロータリーの友委員会」

の構成員で有り 「友」に関するガバナーの代理者として、「ロータリー

の友委員会」に於いて、ガバナーの意向を踏まえた建設的な提言を

行うとあり

 (1) 地区内ロータリアンに対して、友の事務所が発行する「ロータ

リーの友」 ホームページ「ロータリージャパン」及び、その他の刊

行物についての有効活用を促進し、その為に必要な活動に取り組む。

(2) 地区並びに、地区内ロータリークラブの活動や、その他の情報収集に努める。

(3) 地区内情報を編集部に送り、それを基にした取材に協力する事により「友」の編集に

協力する

という役職です。

　先ず、最初にお知らせする事は 「友」の価格ですが、約 40 年間 200 円を維持されてお

られます。びっくりする低価格で有り、ご承知の方は少ないのではないでしょうか？次に、

必ず読んで頂きたいのは、7 月号です。毎年 7 月号には、その年の RI 会長の活動方針が

必ず記載されていますので、熟読してください。本年度のテーマは「世界へのプレゼント

になろう」です。この RI 会長のテーマを基にして、それぞれの地区のガバナーがテーマ

を掲げます。私達第 2720 地区の「野田三郎ガバナー」のテーマは、「ロータリー活動を

通して 、新たな気づきを、そして自己の成長へつなげよう」です。各クラブの会員各位が、

この、野田ガバナーのテーマに沿ったすべての奉仕活動を、全面的に展開して頂きたいと

呉々もお願いいたします。次に、投稿の要点を簡単に記載します。

(1)「友」にどのような欄があり、どんな記事が出ているかを熟知する。投稿する側の言

いたいことではなく、読者の知りたいことを書く。活動後 1 ヶ月以内に投稿する。

(2) 5W１H でまとめる。 

(3) 周年例会 式典のみの記事は、掲載されません。必ず、その時の記念奉仕活動の記事を

投稿する。

(4) 写真が決め手となる。

以上の要素を取り込んで投稿して下さい。

　最後にお願いですが、縦書きの「わがまち～そしてロータリー」のコーナーに、2013

年10月号の連載開始から今日まで、2720地区からの投稿があってません。なんとしても、

今年度の重課題として、各クラブで取り組んていただくことをこころよりお願いいたしま

す。「一クラブ一つ以上の投稿を」!!

ロータリーの友地区代表委員
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1．まず、概要は以下の通りです。

2．テーマについて

2015～2016年度　管理運営セミナー開催報告
RI 第 2720 地区 2015～2016 年度　地区管理運営部門　地区クラブ奉仕委員会

2015～2016年度　職業奉仕セミナー開催報告
職業奉仕部門長　大森　克磨

　平成 27 年 7 月 18 日（土）ホルトホール大分、
7 月 25 日（土）熊本保健科学大学の両日に分け
てセミナーを開催致しました。かねてよりアン
ケートにご意見が多かった、1 日に複数のセミ
ナーを開催してほしいとの要望に応え、職業奉仕
セミナーとのダブルセミナーの開催を試みまし
た。
　両日とも台風の接近で開催が心配されました
が、無事に開催する事ができ、大分会場には約
150 名、熊本会場には約 180 名のロータリアン
が参集しました。
　野田三郎ガバナーの点鐘で始まり、作守部門長が今回のセミナーの主旨説明をし、野田ガバ
ナーよりご挨拶を頂きました。今回は RI 第 2770 地区より中村靖治パストガバナーを講師と
してお招きし「例会の出席はクラブへの最高のギフトです」との演題で講演をいただきました。
　出席された皆さんは、中村講師のお話に釘付けの様子でした。
　その後、各役職、委員会ごとのグループに別れて「出席率向上の為にできる事」をテーマにディ
スカッションを行い、各グループ、ディスカッションリーダーを中心に色々なご意見や、悩み
等を出していただきました。野田ガバナーも自ら DL に立っていただき、今回は特にクラブ奉
仕委員長のグループに中村講師と本田研修リーダーに DL として入っていただきました。やは
りそのグループは熱心に時間をオーバーしてディスカッションをされていました。「この続き
をぜひお願いします」との要望もあったようです。その後、各グループを代表してのディスカッ
ションの発表、本田研修リーダーより総評をいただき、セミナーが終了しました。参加者より、
「今日ディスカッションで出た事を早速クラブで実行してみます」「他のクラブの同じ委員会の
人たちと話せる機会ができて良かった」「ダブルセミナーは時間を有効に使える」など様々な
ご意見を頂戴しました。最後になりましたが、このセミナーにご尽力頂いた DL の皆様、暑い
中を駐車場の誘導、受付等のお手伝いをいただいた皆様に感謝致します。

　今回は、「職業奉仕とは」と「職業分類について」をテーマとして取り上げました。
　様々な文献に、職業奉仕は分かりにくい、理解するのが難しいといわれている、と書かれて
おり、反面、職業奉仕はロータリーの本道、金看板、真髄などと言われております。
　そこで、職業奉仕とは一言で言うと何なのか、
ロータリー外の人に聞かれたらなんと答えるの
か、そして、何故金看板と言われているのか、
が私自身のテーマとして、ありました。
　そこで、今年度の方針である「職業奉仕につ
いて討論する」に従って、地区研修・協議会に
続いて「職業奉仕とは」を第１の討論のテーマ
とし、また、職業奉仕を別の角度から観察して
みるため、「職業分類について」を第２の討論の
テーマとしました。

７月に開催された地区職業奉仕セミナーについてご報告致します。

大分会場
出席者
時間

「ホルトホール大分」
110名
9：30～ 12：30

平成 27 年 7 月 18 日（土）

熊本会場
出席者
時間

クラブ会長　副会長　幹事　職業奉仕委員長　他出席希望者

「熊本保健科学大学」
140名
13：30～ 16：30

平成 27 年 7 月 25 日（土）

対象

管理運営セミナー 職業奉仕セミナー
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2015～2016年度 第31回インターアクト年次大会開催
インターアクト年次大会実行委員長　摂津　隆祐（水俣 RC）

　表記大会を、平成 27 年 8 月 1 日 ( 土 ) ～ 2 日 ( 日 )　「輪　～次の世代へもやい合おう～」のテー
マの下、野田三郎ガバナー他多数のロータリアンおよびローターアクターをご来賓としてお迎えし、
ＩＡＣ生147名、教師22名、ＲＣ85名、合計254名の参加で、1日目熊本県立あしきた青少年の家、
2 日目水俣市ＪＮＣ㈱研修センターで開催しました。
　13 時の開会式に先立ち、芦北ロータリークラブのご協力で、アトラクションとしてギネス世界
記録登録の葦北鉄砲隊の演武を実演して頂きました。
開会式ではホストインターアクトクラブ水俣高校岩奥真衣香ＩＡＣ会長、野田三郎ガバナー、河野
誠男地区青少年奉仕部門長、森國次地区インターアクト委員長、一期崎智太郎ホストロータリーク
ラブ水俣ＲＣ会長、後藤正太地区ローターアクト代表の順で挨拶を頂き、来賓、参加クラブの紹介
の後表彰式を行い、8 校が受賞しました。

　開会式終了後、記念講演に入りました。今年は講師を外部からお呼びせずに、今年のテーマに沿っ
た話で、自分たちで出来ることを、出来るだけやろうということにしました。
　先ず私が「かけがえのない命と私の存在価値」という演題で 30 分間担当しました。
　1021 のキーワードで、「かけがえのない」という言葉の真の意味と、自分の存在価値に気づき、
そして自身の成長につなげ、さらに社会の発展と、他の人の成長に奉仕することが、野田三郎ガバ
ナーが提唱される地区テーマ「ロータリー活動を通して新たな気づきを、そして自己の成長につな
げよう」の実践であると話ました。
　次に堀真哉水俣ＲＣインターアクト副委員長が「ともにいかされているいのち　～みんなちがっ
て　みんないい～」の演題で後半の 30 分を担当しました。
　いのちは多くのつながりの中で、生かし生かされています。｢当たり前｣としか思えないことでも、
本当は全て「有難い＝有ることが難しい」ことです。それを実感し頭の下がることを「感謝」と言
います。と話されました。
　2 人が理系と文系の話で絶妙のコンビだったという評価も耳にしました。

3．プログラムについて
　中心的な進行は、まず私がテーマに関する問題提起をし、その後に、グループディスカッショ
ンをし、各グループの意見を発表して頂きました。
　最後に「職業奉仕を学ぶ」と題して、若干の講話を致しました。
　なお、ポールハリスはその著書の中で、「職業奉仕－所属業界の倫理的向上に関する事項」
と表現していることを紹介しました。

4．頂いた評価（書）について
　まず、初めての試みである管理運営部門とのダブルセミナーですが、総じてお褒め頂いてお
りますが、きつかったというもの、年度初めの７月は忙しいのでセミナーは避けて欲しいとい
うもの、インターチェンジの近くで開催して欲しいというもの、タバコが吸える施設で開催し
て欲しいというもの、等がありました。
　テーマについては、２つでも多すぎるのではないか、との指摘がありました。
　グループディスカッションについては、グループの人数が多すぎる、５～７名が良いとの意
見や、討論の時間が短過ぎるとの意見もありました。
　後者の方は１グループの人数を減せば減すほど解消されるのではないかと思います。
　「職業奉仕を学ぶ」ですが、３０分ですべてを理解するのは無理であるとの意見がありました。
また、ロータリー歴が短い方を対象としたセミナーも必要ではないかとの意見もありました。

5．最後に感想です
　さすがに、ガバナー補佐や会長経験者の方々は、職業奉仕についてしっかりした知識や考え
方を持っていらっしゃるように思いました。
　反面、入会後間もない方は、何のことやらさっぱり分からないような方もいらっしゃいまし
た。
　地区職業奉仕委員会としては、職業奉仕とは何か、何故職業奉仕がロータリーの真髄といわ
れるのかについて、もっともっと掘り下げ、よく勉強し討論しておく必要があるように思いま
した。
　運営面については、私自身は初めての経験であり、準備不足や至らない点が多々あり、皆様
方に大変ご迷惑をお掛けしたのではないかと思います。
　紙面をお借りして心よりお詫び申し上げます。
　今後は皆様方のご意見を踏まえ、より良いセミナーを開催できるよう準備をし、また、ノウ
ハウを蓄積していきたいと思います。
　ご参加頂き大変ありがとうございました。

インターアクト年次大会
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意義ある業績賞

　記念講演の後、班編成してニュースポーツで交流を深めました。
　夜は優秀賞玉名女子高校が欠席のため、ガバナー賞を受賞した水俣高校を含む表彰校 7 校の活動
報告発表と、再び班ごとに全員で活動報告会をして 1 日目を終わりました。
　ロータリアンは会場を移して夕食をとりながら、壽崎肇パストガバナーの乾杯の発声で懇親を深
め、なごやかな、良い交流が出来ました。
　海辺の波の音を聞きながら眠りにつき、朝は元気な蝉の声で目覚めました。昨日に続き焼けつく
ような暑さでした。

「意義ある業績賞を受賞して」( 熊本西南 RC)
熊本西南ロータリークラブ　2014-2015 年度会長　吉村　俊彦

吉村　俊彦氏

　私たちのクラブで実施した「校区花いっぱい運動」の活動が、今
回「意義ある業績賞」を受賞したのと連絡を受け、大変うれしく思
いますとともに、ご推薦いただいたガバナーはじめ関係各位に厚く
御礼申し上げます。
　今回受賞の対象となった「校区花いっぱい運動」は、熊本市南区
内の小中学校（29 校）より公募で選ばれた１校を対象に、緑化活
動資金（最大 10 万円）の贈呈と、ロータリアンも参加しての緑化
活動を行うというものです。
　熊本市立力合中学校が実施校に決まり、2014 年 12 月 14 日に生徒・教職員と合わせ、
クラブのメンバーが参加し、花壇の植栽などに汗を流しました。

2014-2015年度会長

　2 日目は水俣市に移動して、ＪＮＣ( 株 ) 研修センターをお借りして開催しました。
ＪＮＣ( 株 ) の会社案内で液晶や環境にやさしい肥料等の製品紹介や、水力、太陽光のクリーンエネ
ルギーの紹介とか、過去の重大な教訓の下、環境、安全への真摯な取り組みや地域貢献について説
明を受けました。特に日本の全化学会社の中で現在進行中の安全成績がトップであると聞いて感心
しました。次に水俣市役所の担当者から環境首都水俣市の環境への取組み等の説明、バスでの工場
見学とエコパーク見学を実施しました。
　閉会式では、赤山武興パストガバナーから講評を頂き、ねぎらいの言葉を聞いた時に、水俣のロー
タリアン、インターアクト生、教師全員が素晴らしい達成感を感じました。
参加者全員の温かいご協力があったからこそ達成できたことであり、皆様に心から感謝申し上げま
す。
　来年、熊本国府高校のみなさん、熊本南ＲＣのみなさん、よろしくお願いします。

　緑化活動などに取り組みたくても学校・PTA は予算の関
係で制約があるということですので、10 万円の緑化資金（プ
ランター約 100 本分）はとても歓迎されます。
　地域で行う奉仕活動は、私たちロータリーにとっては「公
共イメージアップ」に有効です。特に子供達と行う活動は、
ロータリーの認知度をあげるだけでなく、「未来のロータリ
アン」育成につながるかもしれません。
　今後も、地域社会に根ざした奉仕活動に取り組んで行きた
いと思います。
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ロータリー希望の風奨学金

ロータリー希望の風奨学金 WEBサイト CLICK!

「ロータリー希望の風奨学金にご協力を！　」
2010-11 年度ガバナー　木下　光一 

木下　光一 氏

　東日本大震災復興支援の一つとして、当該年度のガバナー達の

発案で始まり、震災で親を亡くした遺児が大学、専門学校等の上

級学校に進学する場合に学費の一部として、毎月 5 万円を給付す

るという事業でもう 5 年目を迎えます。

　現在国内 12 地区、海外合わせて１３地区が支援しています。

当地区は震災後 3 年間は地区大会決議に基づき、会員から 1 万円

の特別支援金をいただき、毎年１０００万円程度を寄付してきました。その 3 年間、

地区からまとめて寄付していたので、効率的ではありましたが、地区内クラブ、会員

への浸透が進まず、3 年過ぎたら、あまり寄付がされていません。

 

　各クラブの周年や親睦会の剰余金などが多くのクラブから万遍なく、少しづつ寄附

されていて、時には会員個人からも何かの際に寄付があつまるというのが望ましい姿

と考えています。なかなか簡単ではありませんが。

 

　現在、年間 6 千万円のお金が奨学金として支給されています。運営管理費は年間 24

万円に過ぎませんので、寄付はほとんど全額奨学金に回っています。給付を始めてか

ら今まで、給付額と寄付額がほぼ拮抗し、残高が 4 億 7 千万程度を維持しています。

震災遺児のこの奨学金対象者は今がピークで今後少しづつ減って行くと思われます。

それでも、あと約 20 年奨学金を支給する予定ですので、基金の残高をもう少し増やし

ておきたいと考えています。

 

　そのためにも息長く、何かの機会にクラブや会員の方々から少しづつ寄付がなされ

るようにご理解とご支援をよろしくお願いします。

 

　ロータリーの友 9 月号にロータリー希望の風奨学金の記事が掲載されておりますの

で、ぜひお読みになってください。さらに詳しくは、この web サイトをご覧ください。

2010-11年度ガバナー

http://kibounokaze.com
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ＲＩ理事

杉谷　卓紀 玉名
すぎたに たかのり

山﨑　勝 熊本東
やまさき まさる

地区ロータリー財団監査委員会委員長
ポールハリス・ソサエティコーディネーター
規定審議会議員代表
パストガバナー

地区研修リーダー
地区史編纂委員会委員長
パストガバナー

地区戦略計画委員会
地区管理運営委員会委員長
危機管理委員会委員長
日本青少年交換委員会委員長
パストガバナー

木下　光一 大分城西
きのした こういち

本田　光曠 熊本城東
ほんだ みつひろ

米山記念奨学会評議員
パストガバナー

Ｒ財団地域コーディネーター補佐
米山記念奨学会理事
パストガバナー

岡村　泰岳 大分中央
おかむら やすたか

赤山　武興 人吉中央
あかやま たけおき

副ガバナー
ガバナー指名委員会委員長

小山　康直 大分臨海
こやま やすなお

ガバナーエレクト

前田　眞実 大分キャピタル
まえだ まさみ

Ｒの友 地区代表委員

高宮　宏 熊本南
たかみや ひろし

ガバナーノミニー
青少年交換委員会委員長
財団資金管理委員会委員長

永田　壮一 熊本城東
ながた そういち

地区財務委員会委員長

星野　誠之 熊本南
ほしの せいし

監査委員会委員長

東　秀優 熊本城東
ひがし ひでまさ

地区幹事

堀川　貴史 熊本南
ほりかわ たかし

RLI 委員会委員長

中川　貴夫 人吉
なかがわ たつお

作守　順子 宇土
さくもり じゅんこ

管理運営部門部門長
グローバル補助金プロジェクトチーム長

広報部門部門長
広報委員会委員長

片山　勇 大分臨海
かたやま いさむ

会員増強維持部門部門長
会員増強維持委員会委員長

赤川　治之 大分中央
あかがわ はるゆき

職業奉仕部門部門長

大森　克磨 大分キャピタル
おおもり かつま

社会・国際奉仕部門部門長
社会奉仕委員会委員長

佐竹　享 日田
さたけ すすむ

青少年奉仕部門部門長

河野　誠男 中津中央
かわの しげお

ロータリー財団部門部門長
ロータリー財団委員会委員長

木村　初 熊本西南
きむら はじめ

米山記念奨学部門部門長
米山記念奨学会
学友委員会委員長

秋吉　実 杵築
あきよし みのる

クラブ奉仕委員会委員長

上野　公則 日出
うえの きみのり

国際奉仕委員会委員長

三角　雄介 熊本南
みすみ ゆうすけ

ブライダル推進委員会委員長

大庭　佳美 熊本水前寺公園
おおば よしみ

ローターアクト委員会委員長

安達　玄一 人吉
あだち けんいち

インターアクト委員会委員長

森　國次 荒尾
もり くにつぎ

ＲＹＬＡ委員会委員長

井上　邦広 大分キャピタル
いのうえ くにひろ

2015～2016 年度　地区役員紹介 2015～2016 年度　地区役員紹介
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 「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。ロータリー
関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約 2 万 4 千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話
や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホー
ムページで PDFもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。

〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3階 ／ 開館：午前 10時～午後 5時（土日祝祭日休館）
TEL（03)3433-6456　FAX（03)3459-7506　 http://www.rotary-bunko.gr.jp

ロータリー文庫

D.2650 ／ 2014／ 168p
「社会奉仕委員会2013～ 2014年度事業報告集」

前原勝樹編／ 1976／ 229p
「ロータリー社会奉仕事例集」

鈴木一作／ 6p
「ロータリーとは？」
田中作次／ 2015／ 10p

「新世代奉仕RYLA」
　　　 （第 7回国際ロータリー全国RYLA研究会）

藤川享胤／ 2015／ 7p

「光り輝くロータリアン」
　　　　　　　　　 （D.2690地区大会記念誌）

前原勝樹編／ 1975／ 318p
「ロータリー職業奉仕事例集」

鈴木一作／ 5p

「ロータリーにおける『社会奉仕』の対象
　　　　　　　　　　　/決議 23-34のタイトル」

ロータリー資料より

菅生浩三／ 1993／ 18p

「職業とロータリー」
    （ロータリー随想　その周辺とともに）　

南園義一／ 2015／ 6p

「RI 戦略計画と青少年奉仕」
　　（第7回国際ロータリー全国RYLA研究会）

入退会者のお知らせ

ロータリー文庫

※平成 27年 8月 20日現在

クラブ名 氏 名 職業分類 クラブ名 氏 名 職業分類

熊本城東
熊本江南

上原　泰臣
城野　敏

農業法人
印刷

大分1985
大分城西

佐藤　正哲
川村　直美

仏教
建築資材販売

退会者

熊本南

2015.７.1 入会
田川憲生
野田三郎

推薦者

職業 : 放送事業
杉光　定則

熊本江南RC

2015.7.15 入会
伊牟田徹推薦者

職業 : 証券業
高橋　義直

熊本江南RC

2015.7.1 入会
三角清一推薦者

職業 : 損害保険
大森　哲司

中津RC

2015.8.5 入会
末永克典推薦者

職業 : 商業銀行
岡松　伸彦

西天草RC

2015.7.1 入会
中島富士夫推薦者

職業 : 発電設備運転
出口　哲郎

大分RC

2015.7.14 入会
梅林秀伍推薦者

職業 : 天然ガス供給
荘野　尚志

大分東RC

2015.5.28 入会
由見真治朗推薦者

職業 : 証券業
藤田　圭祐

大分東RC

2015.7.2 入会
平岩禎一郎推薦者

職業 : 事務機器販売
木許　一夫

大分中央 RC

2014.11.25 入会
藤田千克由推薦者

職業 :ＩＴサービス業
久保田　哲

津久見RC

2015.7.7 入会
板井竜太推薦者

職業 : 水産物販売
三木　繁

津久見RC

2015.7.7 入会
古手川保正推薦者

職業 : カルシウム製品製造
坂本　淳

津久見RC

2015.7.14 入会
寺口智規推薦者

職業 : 商業銀行
佐藤　徹一

津久見RC

2015.7.28 入会
田中豊推薦者

職業 : 石材工業
佐藤　岳

熊本’ 05福祉RC

2015.7.21 入会
村木忠嗣推薦者

職業 : 電気工事
濱田　鉄矢

早田順一
三浦貴子

山鹿RC

2015.7.7 入会
推薦者

職業 : 自動車販売
高田　淳一

阿蘇RC

2015.8.1 入会
笹原博明推薦者

職業 : 地方銀行
田代　誠

大分東RC

2015.5.21 入会
由見真治朗推薦者

職業 : 損害保険
緒方　啓道

橋本仁

大分RC

2015.8.18 入会
推薦者

職業 : 火力発電
鎮西　正直

大分東RC

2015.5.21 入会
岩崎哲朗推薦者

職業 : 信用組合
藤原　正

入会者 新会員のご紹介をいたします。

川﨑　誠治 宇城
かわさき せいじ

補助金委員会委員長 平和フェローシップ・ポリオプラス・
ＶＴＴ委員会委員長

久峨　章義 熊本南
くが ふみよし

資金推進委員会委員長

坂口　滋一 熊本中央
さかぐち しげかず

財団学友・奨学金委員会委員長

瀧　満 中津
たき みつる

米山学友委員会委員長

高倉　康弘 大分キャピタル
たかくら やすひろ

2015～2016 年度　地区役員紹介

［上記申込先：ロータリー文庫 ]
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熊
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第
五

熊
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第
六
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クラブ名
例
会
数

本
年
度

入
会
者

本
年
度

退
会
者

当
月
末

本
年
度

増
減

出席率
（%）

通算
出席率
（%）

会　員　数

熊
本
県
第
二 大

分
県
第
二

大
分
県
第
三

大
分
県
第
四

大
分
県
第
五

大
分
県
第
一

（7/1）

女性
会
員
数

女性年
初

（7/1）

2015年 7月  例会出席報告

山鹿

玉名

荒尾

玉名中央

（４RC)

阿蘇

肥後大津

菊池

肥後小国

熊本菊南

熊本 '05 福祉

熊本りんどう

（７RC)

熊本

熊本東

熊本北

熊本東南

熊本城東

熊本グリーン

熊本平成

熊本水前寺公園

（８RC)

熊本南

熊本江南

熊本西南

熊本西

熊本中央

熊本西稜

（６RC)

八代

八代北

八代南

宇土

八代東

宇城

（６RC)

人吉

水俣

多良木

芦北

人吉中央

（５RC)

本渡

牛深

西天草

天草中央

天草パールライン

（５RC)

熊本４1ＲＣ計

中津

日田

中津中央

日田中央

玖珠

中津平成

（６RC)

豊後高田

宇佐

杵築

くにさき

宇佐八幡

宇佐２００１

（６RC)

別府

別府北

別府東

日出

別府中央

湯布院

（６RC)

大分

大分東

大分臨海

大分南

大分中央

大分 1985

大分城西

大分キャピタル

（  8  RC)

竹田

佐伯

臼杵

津久見

豊後大野

臼杵中央

佐伯MARINE

（７RC)

大分３３ＲＣ計

７4ＲＣ総計

4
5
5
5

4
4
4
5
4
4
4

5
4
5
5
3
3
4
4

3
5
5
4
5
3

4
5
4
5
4
5

5
4
5
3
5

4
5
5
5
4

5
4
4
4
4
5

4
5
5
5
5
5

5
5
5
4
4
5

4
5
3
5
4
3
5
5

4
5
4
4
3
5
4

87.50 
73.96 
87.10 
93.33 
84.12 
87.29 
81.25 
97.89 
69.23 
95.00 
82.76 
77.94 
84.81 
90.71 
87.60 
76.00 
86.32 
88.24 
73.77 
70.83 
76.06 
84.88 
86.75 
99.21 
98.45 
97.44 
98.57 
78.67 
94.70 
91.37 
61.86 
71.84 
77.00 
92.95 
74.78 
80.94 
100.00 
81.73 
77.14 
87.18 
96.67 
91.41 
82.58 
89.91 
79.79 
80.51 
56.82 
79.13 
85.99 

91.38 
86.48 
93.62 
93.75 
76.14 
78.26 
87.79 
99.42 
94.27 
77.50 
76.84 
87.50 
90.97 
89.73 
100.00 
100.00 
80.25 
80.00 
79.79 
75.56 
88.82 
94.30 
95.59 
88.35 
98.75 
100.00 
85.37 
95.00 
93.81 
95.39 
76.25 
77.69 
85.25 
86.54 
71.11 
60.67 
68.55 
75.46 
88.11 
86.95 

87.50 
73.96 
87.10 
93.33 
84.12 
87.29 
81.25 
97.89 
69.23 
95.00 
82.76 
77.94 
84.81 
90.71 
87.60 
76.00 
86.32 
88.24 
73.77 
70.83 
76.06 
84.88 
86.75 
99.21 
98.45 
97.44 
98.57 
78.67 
94.70 
91.37 
61.86 
71.84 
77.00 
92.95 
74.78 
80.94 
100.00 
81.73 
77.14 
87.18 
96.67 
91.41 
82.58 
89.91 
79.79 
80.51 
56.82 
79.13 
85.99 

91.38 
86.48 
93.62 
93.75 
76.14 
78.26 
87.79 
99.42 
94.27 
77.50 
76.84 
87.50 
90.97 
89.73 
100.00 
100.00 
80.25 
80.00 
79.79 
75.56 
88.82 
94.30 
95.59 
88.35 
98.75 
100.00 
85.37 
95.00 
93.81 
95.39 
76.25 
77.69 
85.25 
86.54 
71.11 
60.67 
68.55 
75.46 
88.11 
86.95 

31
44
40
23
138
32
24
25
15
10
14
17
137
78
36
10
40
34
22
24
20
264
59
51
41
9
26
25
211
67
21
43
20
41
28
220
64
26
27
26
31
174
39
25
21
41
22
148
1292

59
61
25
36
22
24
227
47
33
17
19
32
31
179
33
32
39
16
27
10
157
52
33
38
34
63
13
22
44
299
23
27
32
36
15
30
31
194
1056
2348

32
44
40
23
139
31
24
25
15
10
15
17
137
79
37
10
40
35
22
24
20
267
59
52
41
11
28
25
216
67
21
44
20
41
28
221
65
26
28
26
31
176
39
26
21
41
22
149
1305

59
61
25
36
22
24
227
47
33
18
19
32
31
180
33
34
40
16
27
10
160
53
34
38
35
64
13
21
44
302
23
28
32
40
15
30
31
199
1068
2373

1
0
0
0
1
0
0
0
1
0
1
0
2
1
1
0
0
1
0
0
0
3
0
1
0
2
2
0
5
0
0
1
0
0
1
2
1
0
1
0
0
2
0
1
0
0
0
1
16

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
1
0
2
1
0
0
0
3
1
1
0
1
1
0
0
0
4
0
1
0
4
0
0
0
5
13
29

0
0
0
0
0
1
0
0
1
0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
4

1
0
0
0
1
-1
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0
0
0
1
0
0
1
1
0
0
1
0
0
0
3
0
1
0
2
2
0
5
0
0
1
0
0
0
1
1
0
1
0
0
2
0
1
0
0
0
1
13

5
1
2
3
11
4
3
0
4
1
6
2
20
0
0
0
0
3
2
2
11
18
0
0
0
1
3
5
9
0
3
2
4
4
1
14
5
3
0
0
5
13
2
0
0
1
2
5
90

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
1
0
2
1
0
0
0
3
1
1
0
1
1
0
-1
0
3
0
1
0
4
0
0
0
5
12
25

◆内女性会員数 
　７月１日 /１53 名　　7月末１５4名
　入会：1名　　退会：0名　　増減：1名

3
3
1
3
0
0
10
0
1
2
2
7
3
15
0
0
2
1
5
0
8
6
0
1
0
0
1
2
10
20
0
1
3
2
3
0
2
11
64
154

今月は告知ありません。

寄付金のご協力感謝いたします。

お知らせ

本田　泰生
芦北RC

織部　和宏
大分東RC
（5回目）

豊永　泰弘
中津中央RC
（2回目）

河野　浩
大分東RC
（3回目）

梅高　賢正
中津中央RC

織部　和宏
大分東RC
(5,000 ドル以上 )

野上　宗彦
大分東RC
(3,000 ドル以上 )

由見　真治朗
大分東RC

小嶋　一範
大分東RC

D
onation

ポール・ハリス・フェロー

米山功労者


